
                              令和 8 年 1 月 14 日 

 

令和 7 年度 地域連携推進会議議事録  

 

1. 開催日時 令和 8 年 1 月 14 日 13：30～15：30 

 

2. 開催場所 社会福祉法人ひいらぎ会 宮之城ふくし園 会議室 

 

3. 出席者  入所利用者様       A 様 

保護者代表の方     B 様 

地域代表の方    C 様 

福祉に知見のある方(基幹支援センター)  D 様 

さつま町役場ほけん福祉課福祉係    E 様 

園職員 理事長 

施設長 

所長 

支援主任(宮之城ふくし園) 

支援主任(支援センターさつま) 

支援副主任 

主事 

事務局           計 15 名 

 

4. 当日のスケジュール 

(1) 理事長挨拶 

・地域連携推進会議の背景説明 

・障害者の地域共生社会実現という目的 

・物価高騰による費用増加 

・職員の人材確保 

・地域との関係性の構築 

・自由な意見交換のお願い 

(2) 会議参加者紹介(自己紹介) 

(3) 地域連携推進会議の目的及び施設概要説明 

◎地域連携推進会議の目的説明 

資料 地域連携推進会議の概要 

◎施設概要説明 

資料 社会福祉法人ひいらぎ会 パンフレット 

・法人の目的・理念 

・施設の目的 

・施設入所支援事業 

・日中活動(生活介護) 

・短期入所 

・日中一時支援 



(4) 施設見学(施設入所支援事業・生活介護事業) 

◎入所棟案内(男性棟・女性棟・短期入所居室・当直室・浴室・洗濯室・食堂・多目的室) 

◎医務室 

・看護師との質疑応答 

◎生活介護事業活動班・見学・説明 

・介助班(創作活動見学、利用者様とのふれあい） 

・自立訓練班(お話タイム中、利用者様とのふれあい) 

※施設見学での質疑内容等については省略します 

 

5. 議題  

１）サービスの透明性、質の確保について 

  ①利用者様の日中活動や日常生活 

   ・入所利用者様 39 名の日常生活支援の様子(モニターでの写真説明) 

   ・個別対応支援について 

   ・食事支援、食事形態の説明 

   ・月 2 回のセレクトメニューの実施報告 

  ②行事の様子 

   ・季節行事の実施報告(モニターでの写真説明) 

  ③BCP(事業継続計画)について 

      ・自然災害時と感染症発生時に対応した BCP 全体概要の説明 

   ・自然災害時の詳細内容の説明 

④福祉避難所としての登録について 

   ・さつま町との福祉避難所協定締結内容の説明 

   ・県防災訓練での医療的ケアが必要な方の受け入れ訓練実施(R7 年 5 月) 

 

2） 利用者様の支援及び安全と権利擁護について 

①事故・ヒヤリハットの報告 

・ヒヤリハットと事故の定義 

・R7 年 12 月のヒヤリハット・事故の内容 

    ②ふくし園制作の虐待防止の事例動画 

・事例動画を作成する背景、目的 

・虐待防止を目的とした事例動画視聴(食事の場面、入浴時の場面) 

  ③利用者様の地域移行アンケート結果 

    ・入所利用者様を対象とした今後の生活希望調査の結果報告 

(GH での生活希望者が 7 名) 

   ・GH の見学会の様子について 

  ④支援の様子 

   ・GH 移行に向けた個別支援計画作成の必要性と障害支援の基本理念 

   ・利用者様との信頼関係構築と観察について 

   ・具体的支援事例の紹介(感覚支援、時間管理、作業支援) 

   ※モニター画面で写真を用いて説明 

   ・環境整備による行動支援と生活空間の工夫について 



   ・感覚過敏への対応と障害者に対する地域住民の理解の重要性 

 

3）その他、意見交換、質疑応答 

 

① 基幹支援センターD 様 

「感染症発生時の職員の長時間労働のメンタルヘルス対応ですが 

長時間勤務している職員に対し、職員同士で気に掛けたりしているのでしょうか？」 

施設長 

「可能な限り長時間労働を予防し、偏った勤務にならない様配慮を行っています。日頃の声掛け

やコミュニケーションを大切にし、心の不調者が出ないよう努めています。」 

 

② 基幹支援センターD 様 

    「利用者さんの権利擁護で質問です。入所の方で意思表示が出来ない方が 

トラブルになりかけた時の対応はどうされていますか？」 

支援副主任(男性) 

  「職員が間に入ることで利用者様が落ち着き、問題が解決することが多いです。利用者様の理解が 

困難な場合でも、わかりやすい方法を模索しながら支援を行うことが重要だと思っています。」 

支援副主任(女性) 

  「支援の経験を通じて、利用者様の機嫌や状態の変化を察知し、問題が大きくなる前に、間に入っ

て話を聞くなど予防的な支援を心がけています。」 

 

③ 基幹支援センターD 様 

「施設案内で思ったのですが、各部屋を見学する時、見終わった後、1 回 1 回施錠をするのは 

なぜですか？」 

支援副主任(男性) 

   「利用者様の誤入室防止とこだわり対応のため徹底しています。 

利用者様が中にいらっしゃる時、施錠はしていません。ただ外から施錠されても中から開錠 

できるようになっています」 

 

④ 地域代表 C 様 

「理事長さんへ質問です。ここができて何年ぐらいになるでしょうか？個室化や快適性が時代 

ニーズに合ってない気がします。例としては 2 人部屋であることやサッシが 2 重構造で 

ないのと、部屋に空調設定リモコンがないなど。大規模改修計画などないのでしょうか？」 

理事長 

「今年 3 月 31 日で丸 30 年になります。快適性についてはﾊﾞﾘｱﾌﾘｰやﾍﾞｯﾄﾞ化を進めてきました。

個室化については当時の基準が一人あたり 6.6 ㎡で現在の基準が一人 9.9 ㎡で現在の部屋を 2 つ

に分けるのは不可能なので、定員を減らして個室化を図るなどを考えています。 

同じ定員で個室化を図ると、別棟を建てる必要があります。」 

 

 

 

 



⑤ 地域代表 C 様 

「平均年齢は何歳ですか？当初から入られた方は何人ぐらい残っていらっしゃるので 

しょうか？」 

理事長 

「職員・利用者ともに平均は 48 歳です。開設当初から残っている方は約 20 名ぐらいです。高齢者

の方で高齢者施設への転所や死亡により退所されている方もいらっしゃいます。」 

 

⑥ 地域代表 C 様 

「利用者さんの利用料など経済的負担など大丈夫なのでしょうか？」 

理事長 

「利用料の額は一級年金受給者（月額 8 万 6000 円）が 5 万 5000 円、二級受給者が 4 万円と 

相応の負担をしています。国の規定により利用者様には 2 万円程度の小遣いが残るよう設定 

されていますが、ベッド賃料や補助食品、医療費の負担増加が課題となってきています」 

 

⑦ 地域代表 C 様 

「入所の方で、身寄りのない方もいらっしゃいますよね？」 

理事長 

「身寄りのない方はいませんが、遠方にいたり、複雑な関係で家族が面倒を見ない場合でも 

後見人が対応されています。」 

 

⑧ 地域代表 C 様 

「施設設立当時にこのような施設が出来て、良い時代になったのだなと思っていました。今後も

利用される方々の為に将来的にこの施設を大きくしてほしいのですが。」 

理事長 

「利用者層の変化により新規入所者は減少方向になっています。課題はたくさんあり、将来の福

祉を描くには難しいものがありますが、今の若い人たちが考えてくれるのを期待しています。」 

 

⑨ 地域代表 C 様 

「支援センターさつまについてお聞きしたいです。どのような作業をされていて、工賃はどれく

らい払えていますか？」 

支援主任(支援センターさつま) 

「ラック洗浄や部品作業など業務委託で作業をしております。農場に出掛けての杉植え作業もあ

ります。 

 工賃は平均で 1 万 7 千円お支払い出来ています。今後の課題としましては、年金 2 級の方が多

いので平均工賃を上げて生活費の負担を軽減出来たらと思っています。」 

 

⑩ 地域代表 C 様 

「利用者さんの方々に地域のごみ拾いや私たちサロンとの交流をしていただけて本当に嬉しいで

す。町の産業祭などのイベントにも参加されて、ゴミ拾いのボランティアに参加するなど、も

っと地域とのつながりが持てたらいいですね」 

 

 



主事 

「私たちも地域のゴミ拾いや交流会を通じてつながりが持て、本当にうれしいです。引き続き 

これからもよろしくお願いいたします。集会場などの掃除もぜひさせてください。」 

 

6.  共同生活支援事業所さつまの概要説明 

資料 社会福祉法人ひいらぎ会 パンフレット 

・沿革説明 

・施設環境説明（写真を利用しての説明） 

・利用者様状況説明（年齢、障害区分等） 

・日課説明 

・日常生活支援の説明 

・利用料等の説明 

・虐待防止・身体拘束・相談苦情・事故報告・災害対策について説明 

 

 

 
会議の様子 

宮之城ふくし園 日中活動見学の様子 宮之城ふくし園 施設見学の様子 


